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ナス育苗における天敵保護資材バンカーシート®利用の有効性 

 

中野昭雄 
 

（徳島県立農林水産総合技術支援センター） 

 

Effectiveness of the use of sheltered sachets (Banker-Sheet®) in raising eggplant seedlings 

 
By Akio Nakano (Tokushima Prefectural Agriculture, Forestry and Fisheries Technology Support Center, 
1660 Ishii, Ishii, Tokushima 779-3233, Japan ) 

 
I investigated the colonization of the predatory mite (Amblyseius swirskii Athias-Henriot) during the 

seedling raising period of eggplant, the effect of suppressing the density of Melon thrips (Thrips palmi Karny) , 
and the survival after planting in this field by releasing the predatory mite using sheltered sachets (Banker-
Sheet®) and comparing it with other releasing methods. As a result, the colonization density of the predatory 
mite on the seedlings was the highest in all four tests when the sheltered sachets were used for the release 
compared to the other release methods. The density-suppressing effect on the thrips could be evaluated in 
the fourth test, and the effect by all three release methods was higher than that by no release, but no 
difference was observed in the three test plots. After that, the seedlings were planted in the main field. As a 
result, there was no significant difference in the colonization density of the predatory mite and the 
occurrence density of the thrips due to the difference in the release method. However, the density of thrips 
was significantly lower in the sheltered sachet release method than in the non-release method. 

From the above, the method of releasing the predatory mite using sheltered sachets during the seedling 
raising period of eggplant has a higher colonization density of the predatory mite than other releasing 
methods. In addition, it was found that this suppresses the density of thrips. 
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緒    言  

ナスやキュウリ等果菜類栽培では，土壌伝染性

病害の回避や生産安定のため，一般的に接ぎ木苗

が利用されている。接ぎ木作業そのものは重労働

ではないが，短時間に大量の苗を処理する必要が

あり，かつ手先に細かな作業であるため，作業者へ

の負担が大きい（森川ら，2004）。このため，平成

年代に入ると栽培と育苗の分離が急速に進んだ

（興津，1997）。この分業化により苗生産は，苗専

門業者，ＪＡ育苗センターと種苗会社等（以下，育

苗生産者）が担った。1998 年の果菜類栽培状況で

は，栽培面積に占める購入苗の割合は 31.1％であ

ると報告されており（野菜・茶業試験場，2001），

その後本県の現時点における同状況は，見聞きし

た限りほぼ 100％と推測している。 

 育苗期においても病害虫は発生することから薬

剤防除は欠かせない。2005 年 6月 21 日の種苗法施

行規則と農薬取締法第 12条第１項の規定に基づく

農薬を使用する者が遵守すべき基準を定める省令



 

の一部改正により，指定種苗の種苗段階で使用し

た有効成分ごとの農薬の使用回数を加えることと

なり，指定種苗を用いて食用農作物等を生産する

場合には，指定種苗に表示されている有効成分ご

との農薬の使用回数と農薬使用者が使用する有効

成分ごとの農薬の使用回数の合計が，農薬の容器

等に表示されている有効成分ごとの農薬の総使用

回数を超えないように使用しなければならないこ

ととなった。このことによって，栽培生産者が栽培

期間中に使用を予定する農薬は，その有効成分の

総使用回数をあらかじめ余裕を持って確保するた

め，育苗生産者と調整が図られる場面がある。例え

ば，土着天敵や天敵資材の利用を予定する場合，そ

れらに防除効果のない害虫の発生や対象害虫の密

度増加など不測の事態に備えるため天敵に影響の

少ない選択性殺虫剤の使用が想定される。このよ

うな場合，実情としてその選択性殺虫剤の育苗期

での使用制限があらかじめ栽培生産者から育苗生

産者へ要望される。農薬使用を制限された育苗生

産者は，育苗期に発生するミナミキイロアザミウ

マ Thrips palmi Karny のような各種薬剤に対する

感受性の低下した（古味，2001，古味，2003，柴尾

ら，2007）微小害虫の防除に状況によっては支障を

来すことが生じる。このため使用制限のない天敵

資材の利用，例えば，ナスでは国内の施設栽培で本

虫の防除に有効であり（柴尾ら，2010），2008 年に

農薬登録され，アリスタライフサイエンス株式会

社より上市されたスワルスキーカブリダニ 

Amblyseius swirskii Athias-Henriot の利用（山中，

2011）が考えられる。しかし，育苗期の作物体は本

葉２枚から３枚程度と小さく，また頻繁に灌水す

るために同カブリダニが定着し,同アザミウマに

対して防除効果を示すのかは明らかではない。 

 一方で，石原産業株式会社と大協技研工業株式

会社が共同開発した同カブリダニのパック（サシ

ェ）製剤を耐水紙の容器で包み込む資材「バンカー

シート®」（以下，バンカーシート）は，パック製剤

（システムスワルくん®）として 2016 年 2 月 17 日

に農薬登録され，保水資材等との一式で「スワルバ

ンカー®」として 2016 年 12 月に上市された（髙嶋，

2017）。このバンカーシートは温度や乾燥等の環境

変化や散水，化学農薬散布等の影響から同カブリ

ダニを保護する（Shimoda et al.,2017，下田，2018）。 

そこで，本研究ではナスの育苗期にバンカーシ

ートを利用して同カブリダニを放飼し，その定着

と同アザミウマに対する密度抑制効果，さらに本

圃へ定植後の残存性を調査し，その有効性を評価

したので，報告する。 

なお，本研究は農林水産業・食品産業科学技術研

究推進事業「実用技術開発ステージ 26070C,“いつ

でも天敵”プロジェクト」の支援により実施した。 

 

材 料 お よ び 方 法  

試験は徳島県立農林水産総合技術支援センター

内のガラス温室において，第 1 表に示したように

2016 年に４回，実施した。いずれもガラス温室内

の育苗台（台面は高さ 68.5cm，エキスパンドメタ

ルを使用）にナス苗（直径 9cm の銀色ポリポットで

育苗，3 葉期，品種：千両）12 株を９cm ポット用

トレイ（24 穴（４穴×６穴），黒色，プラスチック

製）に格子状に配置し 1区とした。これを３つ，約

50cm 間隔に離して配置し 1 処理区とし，４処理区

をガラス温室内に設置された 4 つの育苗台にそれ

ぞれ配置した。なお，試験期間中のナス苗には１日

に８時半から９時の間と 16 時から 16 時半の間の

2 回，頭上よりじょうろ型ノズルにより散水し，殺

虫剤と殺菌剤は全く施用しなかった。 

 

 

 

 

 

４つの処理区はスワルスキーカブリダニを放飼

しない無放飼区（以下，無放飼区，図中では Control

と示す。）と放飼方法に違いにより次の３つの試験

区とした。つまり， 1つ目はスワルバンカー®（バ

ンカーシート®とスワルスキーカブリダニのパッ

ク製剤（商品名:システムスワルくん，スワルスキ

ーカブリダニ約 250 頭／袋）との組み合わせ）を区

内中央に１個，設置した（以下，ＢＳ区，図中では

ＢＳと示す。）。２つ目はスワルスキーカブリダニ

のパック製剤（上記と同製剤），１袋を区内中央に

刺した竹串（長さ 15cm）の先端部に吊り下げ，ダ

ブルクリップ（幅 15mm）で固定した（以下，パック

区，図中では Pack と示す。）。３つ目はスワルスキ

ーカブリダニのボトル製剤を対照として利用する

ことを想定して，上記パック製剤の袋の上部を破

り，1 区につき１袋のスワルスキーカブリダニを担

体（ふすま）ごと，ナス 12 株の葉上にまんべんな

 Table　１　Date of test start and survey　in 2016

Trial　1 Trial　2 Trial　3 Trial　4

　Test　start May-28 June-19 July-9 Sept-3

　Survey June-4 June-25 July-17 Sept-10



 

く振りかけた（以下，ボトル区，図中では Bottle

と示す。）。 

４回目の試験では，ＢＳ区，パック区と無放飼区

の苗をビニールハウス（面積：20ｍ×３ｍ，高さ：

180cm）２棟にそれぞれ畝幅約 1ｍ，長さ約 18m の

畝（黒マルチフィルムで被覆）を２本設け，株間

50cm で１条に１区あたり 10 株を９月 12 日に定植

した。処理区間は２ｍ，３反復とした。 

調査は試験開始（放飼）7日後（詳細は第１表の

とおり）に１区 10株，1 株当たり全葉を対象とし，

生息するスワルスキーカブリダニの幼若虫と成虫

の個体数および寄生するミナミキイロアザミウマ 

成幼虫の個体数を見取りにより計数した。なお，

４回目は定植７日後の９月 19日に１区６株，１株

当たり全葉を対象に２種を上記同様に計数した。 

なお，スワルスキーカブリダニの生息幼若虫数，

生息成虫数とそれらの総数，ならびにミナミキイ

ロアザミウマの寄生幼虫数，寄生成虫数とそれら 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の総数は，１元配置分散分析で各処理区の平均値

を比較した後，Tukey の HSD 法によって各処理間同

士の平均値を比較検定した。すべての統計処理に

は，Kanda, Y．（2013）による EZR on R commander 

version 1.55(2021-11-24)を使用した。本ソフトウ

エアは自治医科大学付属さいたま医療センターの

ホームページで無償配布されている。 

 

結  果  

ナス苗にスワルスキーカブリダニを放飼した結果，

第１図のように４回とも同様の傾向を示した。つ

まり，同カブリダニ幼若虫の生息数は４回の試験

ともＢＳ区が最も多く，パック区，ボトル区，無放

飼区の順に多かった。各試験区間での有意差の傾

向は試験ごとに異なったが，ＢＳ区はパック区，ボ

トル区と無放飼区に対して有意な差が認められた

（P＜0.05）。成虫の生息数と幼若成虫の生息総数 
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Fig.1 Numbers (mean±SE) of Amblyseius swirskii in 4 treatment plots after 7 days application.
White bars in figure indicate adults, gray bars indicate lavae and nymphs. Different alphabet
letters and greek letters indicate significantly different numbers of mites according to Tukey’s
HSD test (p＜0.05). Vertical lines indicate SE.



 

も同様の傾向が認められた（P＜0.05）。 

また，それら試験におけるミナミキイロアザミ

ウマの寄生は，１回目から３回目まではいずれの

試験区も全く認められなかった。４回目には寄生

が確認され，計数した結果を第２図に示した。ミナ

ミキイロアザミウマ幼虫の寄生数はＢＳ区，パッ

ク区，ボトル区，無放飼区の順に多かったが，ＢＳ

区，パック区とボトル区の間には有意な差は認め

られず，それら３つの試験区は無放飼区と比較す

ると有意に少なかった（P＜0.05）。一方，成虫の寄

生数は４つの試験区間で有意な差が認められなか

った。成幼虫の総数は幼虫数と同様の傾向が認め

られた（P＜0.05）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに，４回目の試験ではビニールハウス内に

定植した株の 7 日後におけるスワルスキーカブリ

ダニの生息とミナミキイロアザミウマの寄生を調

査し，その結果を第３図と第４図に示した。スワル

スキーカブリダニ幼若虫の生息数はＢＳ区が最も

多く，パック区，無放飼区の順に多かった。これら

３区間で有意な差が認められた（P＜0.05）。同カブ

リダニ成虫の生息個体数はパック区が最も多く，

ＢＳ区，無放飼区の順に多かった。ＢＳ区とパック

区の間には有意な差が認められなかったが，それ

らと無放飼区との間には有意な差が認められた（P

＜0.05）。幼若虫と成虫の総数はＢＳ区が最も多く，

パック区，無放飼区の順に多かった。ＢＳ区とパッ

ク区の間には有意な差が認められなかったが，そ

れらと無放飼区との間には有意な差が認められた

（P＜0.05）。ミナミキイロアザミウマ幼虫の寄生

数はＢＳ区，パック区，無放飼区の順に少なかった

が，ＢＳ区とパック区間，およびパック区と無放飼

区間には有意な差は認められず，ＢＳ区と無放飼

区の間には有意な差が認められた（P＜0.05）。成虫

の寄生数もＢＳ区，パック区，無放飼区の順に少な

かったが，試験区間の差は認められなかった。成幼

虫の総数は幼虫数と同様の傾向が認められた。 
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Fig.2 Numbers (mean±SE) of Thrips Palmi in 4 treatment
plots after 7 days application.
White bars in figure indicate adults, gray bars indicate
lavae. Different alphabet letters and greek letters
indicate significantly different numbers of thrips
according to Tukey’s HSD test (p＜0.05) .Vertical lines
indicate SE.

Fig.3 Numbers (mean±SE) of Amblyseius swirskii in 3
treatment plots after 16 days application.
White bars in figure indicate adults, gray bars indicate
lavae and nymphs. Different alphabet
letters and greek letters indicate significantly different
numbers of mites according to Tukey’s HSD test (p＜

0.05).Vertical lines indicate SE.

Fig.4 Numbers (mean±SE) of Thrips Palmi in 3 treatment
plots after 16 days application.
White bars in figure indicate adults, gray bars indicate
lavae. Different alphabet letters and greek letters indicate
significantly different numbers of thrips according to
Tukey’s HSD test (p＜0.05) .Vertical lines indicate SE.
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考  察  

国内で天敵を利用するＩＰＭ技術が最も普及し

ていると言われる高知県において，施設栽培ナス

における天敵導入面積率は 2016 年 10 月時点で

97％である（中石ら，2018）。天敵として，主に土

着 種 の タ バ コ カ ス ミ カ メ Nesidiocoris tenuis 
(Reuter) が利用されており（古味，2016，中石ら，

2018），市販のスワルスキーカブリダニの利用も進

んでいる（古味，2016）。施設栽培ナスでは施設栽

培ピーマンに比べて冬期の管理温度が低いことか

らスワルスキーカブリダニの活動できる期間は短

く，ミナミキイロアザミウマやタバココナジラミ 

Bemisia tabaci (Gennadius) に対して補助的な役

割 を 果 た す 。 た だ し ， チ ャ ノ ホ コ リ ダ ニ 

Polyphagotarsonemus latus （Banks）に対する防除効

果が認められていることから，利用価値は高いと

評価されている（古味，2016）。また，中石ら（2018）

は定植からできるだけ早期にタバコカスミカメが，

あるいはクロヒョウタンカスミカメ Pilophorus 
typicus Distant およびスワルスキーカブリダニを

放飼することで，アザミウマ類，タバココナジラミ，

チャノホコリダニに対する防除効果の高いことを

認めている。柳田ら（2016）も同様に，タバコカス

ミカメとスワルスキーカブリダニの併用がミナミ

キイロアザミウマとタバココナジラミバイオタイ

プＱに対して高い防除効果を示したと報告してい

る。柴尾・森田（2010）は促成栽培ナスでは高温期

に育苗・栽培を開始するため，他の作型と比べて育

苗圃に発生した害虫を本圃に持ち込んだり，定植

後に施設外から害虫が侵入するリスクが高い。害

虫がすでに高密度で発生している場合は薬剤防除

が必要となり，それがスワルスキーカブリダニの

定着に影響を及ぼすと指摘している。このことか

ら，育苗期および定植後栽培初期の病害虫防除を

徹底することが同カブリダニを利用するポイント

であり，このことで放飼後の薬剤防除を控えるこ

とができ，定着を妨げる心配を軽減できるとして

いる。 

以上のことから，促成栽培ナスにおけるスワル

スキーカブリダニのミナミキイロアザミウマ，タ

バココナジラミとチャノホコリダニに対する防除

効果は冬期まで高く，育苗期や定植後栽培初期に

これら害虫の発生を徹底的に抑えると，その有効

性がより発揮されると考えられる。  

本研究はナスの育苗期におけるミナミキイロア

ザミウマの発生をスワルスキーカブリダニにより

抑制することを目的に，バンカーシートの有効性

を検証した。１つ目に育苗中のスワルスキーカブ

リダニの定着状況を４回の試験で評価した。いず

れもバンカーシートを利用したＢＳ区の本カブリ

ダニの定着を示す生息密度が他区に比べて最も高

かった。Shimoda et al.（2017）はスワルスキーカ

ブリダニのパック製剤とバンカーシートで覆った

同剤に水道水を短期では４時間，長期では１日間

と４日間，それぞれミスト噴霧したところ，いずれ

もバンカーシートで覆った方がびしょ濡れになら

ず，同カブリダニの生存数が多かったと報告して

いる。本研究においては，苗の管理上，朝夕の２回，

７日間にわたって散水されたことによって，パッ

ク製剤は袋の外側が散水時にびしょ濡れになった

が，２～３時間後に観察したところでは乾いてい

た。しかし袋内に水が滲入し，内部の増量用の担体

（ふすま）は濡れ，やがて膨満化し最終的には下部

に水がたまり浸された。一方，バンカーシートを利

用したパック製剤では袋内部に水が滲入した様子

は見られなかった。また，ボトル製剤による放飼を

想定し，バック製剤の担体（ふすま）を葉上に振り

かけた場合には，その直後の散水によって担体（ふ

すま）はポットに充填した培土上や棚下にまで洗

い落された。これらによってスワルスキーカブリ

ダニは，Shimoda et al.（2017）の報告と同様に溺

死によって生存数が減少したことと担体（ふすま）

と同時に洗い落とされたことから，試験区によっ

て定着密度に有意な差が生じたと考えられた。つ

まり，バンカーシートの利用はスワルスキーカブ

リダニをナス苗に定着させるための最適な方法で

あることが示された。                                                                     

２つ目にミナミキイロアザミウマに対する密度

抑制効果は，同虫が４回目の試験において確認さ

れ，幼虫はスワルスキーカブリダニを放飼した３

つの試験区間では有意な差は認められず，それら

３試験区と無放飼区の間には有意な差が認められ

た。一方，成虫は４つの試験区間で有意な差は認め

られなかった。同カブリダニはアザミウマ類の場

合，１齢から２齢幼虫を捕食対象とする（Swirskii  

et al.，1967）ことから，成虫は捕食されず，試

験区間で発生差がなかったと考えられる。幼虫は

育苗期であれば，同カブリダニの定着密度が最も

少なかったボトル区でも他の２つの試験区と同等



 

に抑えられると考えられた。    

３つ目にボトル区を除く３試験区の苗を本圃に

定植し，その後のスワルスキーカブリダニの定着

密度とミナミキイロアザミウマの寄生密度を評価

した。その結果，同カブリダニの定着密度は幼若虫

ではＢＳ区がパック区より有意に高かったが，成

虫を合わせると同等で有意な差は認められなかっ

た。また，同アザミウマ成幼虫の寄生密度はＢＳ区

がパック区の１／2程度であったが，有意な差は認

められなかった。ＢＳ区は無放飼区と有意な差が

認められたが，パック区は無放飼区とその差が認

められなかった。パック区の同カブリダニの定着

密度が育苗期ではＢＳ区より有意に少なかったが，

定植後にＢＳ区と同程度となったのは，同アザミ

ウマの寄生密度に反応し捕食のために増加したも

のと考えられる。定植後の同アザミウマに対する

密度抑制効果はＢＳ区の寄生密度がパック区と有

意な差は認められなかったが，１／２程度であっ

たことと無放飼区と有意な差が認められたことか

ら，ＢＳ区が最も高いと考えられた。これらのこと

から，育苗期における同カブリダニの定着密度が

高いほど，つまりバンカーシートの利用は定植後

における同虫の密度抑制にも貢献できると考えら

れた。 

 以上の３つの結果から，ナスの育苗期にバンカ

ーシートを利用する本技術は，他の方法よりもス

ワルスキーカブリダニの定着密度が高く，そのこ

とによってミナミキイロアザミウマに対する密度

抑制効果が高くなることが示された。定植時には

同カブリダニがすでに苗に一様に定着しているこ

とから，ミナミキイロアザミウマ等の害虫が施設

外から侵入し寄生してもどの株においても速やか

に捕食できると推測される。慣行の定植後にボト

ル製剤を使用する場合は，同カブリダニを担体（ふ

すま）とともに定植間もない小さな株から水平な

葉に慎重に乗せなければならない。葉の傾きや施

設外から吹き込んだ風等によって同カブリダニは

担体（ふすま）とともに地面に落下し十分に定着で

きないことが想定される。また同条件でパック製

剤を使用する場合には，下田（2018）が指摘するよ

うに株全体に分散するまでにある程度時間がかか

り，効果はボトル製剤よりも遅効的となる。この条

件ではバンカーシートを利用したとしても同様に

なると推測される。また，作業性においても本圃で

利用するよりも育苗期の省スペースでの作業とな

るので，自ずと作業時間の短縮につながる。これら

のことから，育苗期にバンカーシートを利用する

本技術がスワルスキーカブリダニを利用する上で

は慣行よりも総合的に優位である。今後，生産現場

における実証試験を実施することで，さらに実用

上の有効性を検証したい。 
 

摘  要  

ナスの育苗期にスワルスキーカブリダニをバン

カーシートを利用して放飼し，同カブリダニの定

着とミナミキイロアザミウマに対する密度抑制効

果，さらに本圃へ定植後の残存性を調査し，他の放

飼方法と比較した。その結果，苗における同カブリ

ダニの定着密度は，４回の試験ともバンカーシー

トを利用した放飼が他の放飼方法に比べて最も高

かった。同アザミウマの寄生密度は４回目の試験

において評価でき，３つの放飼方法はいずれも無

放飼に対して低かったが，３試験区間での差は認

められなかった。その後，ボトル製剤を利用した放

飼を除いて，その苗を本圃に定植した結果，同カブ

リダニの定着密度と同アザミウマの寄生密度は放

飼方法の違いによる有意な差は認められなかった。

しかし，バンカーシートを利用した放飼は無放飼

に比べて同アザミウマの寄生密度は有意に低かっ

た。 

以上のことから，ナスの育苗期にスワルスキー

カブリダニをバンカーシートを利用して放飼する

方法は，他の放飼方法よりもスワルスキーカブリ

ダニの定着密度が高く，そのことによってミナミ

キイロアザミウマの密度を抑制することが明らか

になった。 
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